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ウーマン・オブ・ザ・イヤー 2018　受賞報告

ポーラ化成工業株式会社　取締役執行役員　 
フロンティアリサーチセンター　所長　 

研究・企画担当 末延則子

2017年12月1日，ウーマン・オブ・ザ・イヤー 2018　
大賞を受賞いたしましたことをご報告申し上げます。
ウーマン・オブ・ザ・イヤーとは，キャリアアップ，女
性としての生き方などをテーマに，働く女性たち向けの
ビジネス誌である「日経WOMAN」が主催し，（1）働く女
性のロールモデルを掲示　（2）組織の中に埋もれがちな
個人の業績に光を当てる　（3）活躍した女性たちを通し
て時代の変化の矛先をとらえるという主旨のもと，1999
年から毎年12月，その年活躍した働く女性に授与されて
いる賞です。化粧品業界では，これまでに株式会社コー
セー　荒金久美氏（2005年ヒットメーカー部門），株式
会社ポーラ　二宮恭子氏（2011年ヒットメーカー部門），
大塚製薬株式会社　櫻井千秋氏（2013年キャリアクリエ
イト部門），株式会社資生堂　関根近子氏（2013年リー
ダー部門），ライオン株式会社　横手莉加氏（2015年
ヒットメーカー部門）らが受賞されています。

19回目となる本年は，8名が受賞しました（Table 1）。
8人に共通するのは，常識に縛られずに行動し，新しい
価値を創造したことであり，自分の中に「やりたいこと
の種」を見つけたら，迷わず走り出す勇気があること，
そのうえで，チームや賛同者など，周囲を巻き込みなが
ら，社会全体を幸せにするミッションを掲げ達成したこ
とであると，審査員の方々より評価いただきました。
今回の授賞理由となりましたポーラリンクルショットメ

ディカルセラム開発は，ポーラ化成工業株式会社が15年
の歳月をかけてシワの改善メカニズムや素材の探索を行
い，開発した新規有効成分，三フッ化イソプロピルオキ
ソプロピルアミノカルボニルピロリジンカルボニルメチル
プロピルアミノカルボニルベンゾイルアミノ酢酸ナトリウ
ム（NEI-L1）を配合し，シワ改善を効能効果とする医薬部
外品としての承認を得たものです。本製品は，2017年1
月の発売以来，56万人を超えるお客様にご愛顧いただき，
2017年日経優秀製品・サービス賞にて「最優秀賞日本経
済新聞賞」を受賞するなど，化粧品の枠にとどまらず，社
会的にも大きく注目していただくことができました。
本製品のヒットは，ポーラ・オルビスホールディン

グという一企業体におけるイノベーションの結果では
なく，日本香粧品学会が「シワ改善」という新しいカテ
ゴリを先導し，切り拓いた結果であると考えておりま
す。すなわち，2006年に日本香粧品学会前理事長　川
島　眞先生を委員長とする化粧品機能評価法検討委員会
により刊行された化粧品機能評価ガイドライン「新規効
能取得のための抗シワ製品評価ガイドライン」の存在が
あったからこそ，実現したものであります。
シワを評価する方法をまとめ上げるという活動は，今

から遡ること20年前の1998年，日本化粧品工業連合会の
もと化粧品会社数社が参画し，評価法専門委員会を開始
したところから始まります。その後，皮膚科医，薬学研究
者，行政出身者，化粧品研究者が連携し，8年もの期間を
経て，より客観的，科学的な評価法である，化粧品機能
評価法ガイドラインへと昇華いたしました。このガイドラ
インを拠り所に，2011年には「乾燥による小ジワを目立た
なくする」が化粧品における56番目の新たな効能表現と
して追加されました。そして，2016年7月10日，日本で
初めて，「シワを改善する」医薬部外品が承認されました。
長年にわたる諸先輩方のご努力と，ご功績があってこそ
の賜物と，尊敬と感謝の念が増すばかりでございます。
また，本製品の開発期間は15年と，通常の化粧品開
発と比較して格段に長く，開発途中には数えきれないく
らいの挫折や失敗を繰り返してまいりました。しかしな
がら，そのたびに，メンバーの前向きで真摯な姿勢と創
意工夫を厭わない努力に助けられ，開発を続けることが
できました。本開発を通じて私なりに考えた，「研究マ
ネジメントに重要な5つの項目」を僭越ながら，挙げさ
せていただきます。
1. いま見えないものを見る：ゴールに強く思いを馳せ，
そこに至るまでのストーリーをメッセージする。

2. 常に前へ進む事を考える：進むためには，臆病なく
らいリスクを考え抜く。

3. 粘り強く諦めない：抵抗勢力の存在は，勲章。
4. 仲間を増やす努力をする：相手の専門性に敬意を払
いつつ，違う視点をぶつけ，ディスカッションでき
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